
山手町・花園町地区

要望
番号 要　望  事  項 取 組 状 況 等

反映
区分

担 当 部 課

1 【北光町３丁目６－７間・南北道路の安全対策強
化について】
　北光町町内会

３丁目６－７間・南北道路（小学生の通学路）
の安全対策のひとつとして、補助標識「通学路」
が取り付けられました。
　２か所のうち南側の標識が電柱と重なり、運転
者が確認しづらいように思われます。道路側に少
しでも張り出すように工夫できないかご検討下さ
い。

　御指摘の通学路看板ですが、南側から進入して
くる車両に対して通学路であることを認識をさせ
るため、地域からの要望を受け設置したものでご
ざいます。
　道路への張り出しについては、通行車両の支障
とならないよう路側帯に設置し、その際に運転手
の死角とならず、目視できることを確認した上で
設置をしておりますので、御理解をお願いいたし
ます。

Ａ 市民生活部
　安全安心生活課

2 【北光町３丁目生活道路の整備について】
　北光町町内会

①北光町３丁目住宅南側バス通り、②バス通り
に付随する北側の歩道、及び、③同バス通りの１
本北側の東西道路の路面劣化が進んでいます。
　部分補修は随時行われていますが、来年度以降
計画的な改修をお願いします。
　また、上記のところ以外でも劣化が進んでいま
す。パトロールの上計画的な改修をあわせてお願
いするとともに、整備計画が既に策定されている
ところがあればお示し下さい。

【ミーティング開催時回答】
　北光町地区の生活道路につきましては、今年
度、北光23号線で舗装改修工事を行っておりま
す。
　御要望の北光11条線（①②）や北光12条線
（③）などにつきましても、現地を調査の上、町
内会の御意見を伺いながら、整備を進めてまいり
ます。

【平成31年３月末時点回答】
　北光23号線の舗装改修工事は、平成31年１月に
完了いたしました。

Ｂ

Ｂ

都市建設部
　道路維持課
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3 【北光町２丁目、既設住宅街－新設住宅街間南北
道路の安全対策について】
　北光町町内会

北光町２丁目の既設住宅街と新設住宅街の間の
南北道路において、車両の接触事故が頻発してい
ます。事故後注意喚起看板が設置されましたが、
その後も発生しています。
　交差路角の家屋にも被害が生じています。防止
策は「一時停止」標識の取付けが最適と思われま
す。取付けをご検討下さい。
　また、「一時停止」標識が片側のみのところが
あります。もう片方に同標識の取付けをご検討下
さい。

【ミーティング開催時回答】
　当該交差点の規制標識については、平成30年度
も継続して北海道公安委員会に要望しておりま
す。
　規制標識等については、厳しい財政状況の中で
設置しており、早期の設置については厳しい状況
と伺っております。
　市といたしましても、国や道に対して交通安全
施設整備に係る財源の確保や他市とも連携をしな
がら、全道市長会を通じて北海道に要望しており
ます。
　今後も、今回要望のありました一時停止が片側
の箇所も併せて要望を継続してまいります。
　また、市として対応可能な安全対策として、町
内会と協議し、注意喚起看板の設置をいたしたい
と考えております。

【平成31年３月末時点回答】
　平成31年３月13日に苫小牧警察署を介し北海道
公安委員会へ要望いたしました。

Ｂ

Ｂ

市民生活部
　安全安心生活課
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4 【北光町２丁目宅地造成地域全体の道路安全対策
について】
　北光町町内会

北光町２丁目の民間宅地造成（計画220数戸）
は、現在、208戸が入居。さらに、隣接地に60数戸
の造成が進み、入居される人が出始めました。
　居住地内の道路安全対策は、造成とともに進め
られてきましたが、既設道路等とつながる部分で
の安全対策が必要になっています。
　「一時停止」、「徐行」標識の設置、交差路の
注意喚起看板取付け、スピードダウン看板取付け
等ご検討下さい。

【ミーティング開催時回答】
　宅地造成に伴う新たな交差点への規制標識につ
いては、周辺環境の変化を確認するとともに、町
内会の要望を伺いながら、北海道公安委員会へ要
望してまいりたいと考えております。
　規制標識等については、厳しい財政状況の中で
設置されており、早期の設置については厳しい状
況と伺っております。
　市といたしましても、国や道に対して交通安全
施設整備に係る財源の確保や他市とも連携をしな
がら、全道市長会を通じて北海道に要望しており
ます。
　また、市として対応可能な安全対策として、町
内会と協議し、注意喚起看板の設置やドット線等
については警察、関係部局と協議し検討してまい
ります。

【平成31年３月末時点回答】
　注意喚起看板については、町内会と協議し、平
成30年11月に２箇所設置をいたしました。
　ドット線などについては、関係部と継続協議し
てまいります。

Ｂ

Ｂ

市民生活部
　安全安心生活課
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5 【ふるさと納税について】
　北光町町内会

2017年度の道内６市町村でふるさと納税の収支
が「赤字」になることが総務省調査で分かったと
新聞で報じられました。
　当市への寄付金額は16年度に比し1.7倍とのこ
と。自治体の住民が寄付すると税収が減るという
上記観点からすると苫小牧市はどの程度の黒字な
のでしょうか。
　また、その変遷をご教示ください。

　苫小牧市へのふるさと納税による寄附金額か
ら、苫小牧市民が他自治体へふるさと納税したこ
とに伴う税控除額を差し引きすると、平成20年度
から26年度までの７年間で合計約760万円のマイナ
スとなっておりました。
　しかし、平成27年度から返礼品の贈呈を開始し
たところ、寄附金額の大幅な増額が続いたことか
ら、27年度から29年度までの３年間で合計約１億
４千８百万円のプラスとなり、平成29年度の単年
度収支では、寄附金額147,380,516円に対し、税控
除額は56,612,000円で、90,768,516円のプラスに
なっております。
　なお、この他に返礼品代や送料などの経費が必
要であり、それら全てを差し引いた場合には、平
成29年度は 19,503,516円のプラスとなっておりま
す。

Ａ 総合政策部
　政策推進課

6 【苫小牧駅南口自転車置き場について】
　北光町町内会

駅南口の駐輪場が不足なのか、あちらこちらに
自転車が止められています。南口の再開発と絡ん
で整備が難しいことがあるのかもしれませんが、
今後の整備計画があればお知らせ願います。

　苫小牧駅南口の駅前広場は、再整備することを
目的に「駅前広場再整備計画等策定協議会」を設
置し、これまで駅前に相応しい広場のあり方等に
ついて協議してきたところですが、旧サンプラザ
ビルやエスタの閉鎖など、駅前周辺の状況が大き
く変化した事から、それらを踏まえ継続して協議
することとしており、現段階で再整備計画をお示
しする事ができないことを御理解下さい。
　また、放置自転車につきましては、駅前広場の
管理者である北海道と協力し、旧サンプラザビル
北側に臨時駐輪場を設けるとともに、利用者への
マナーの呼びかけのほか、定期的な放置自転車の
撤去を行うなど、適切な対策を講じてまいりま
す。

Ａ 総合政策部
　まちづくり推進課

都市建設部
　道路維持課
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7 【樽前山噴火と水道水取水について】
　北光町町内会

苫小牧市の水道は、樽前山麓に水源を持ってい
る３河川の表流水を原水としています。
　樽前山噴火の際、風向きによっては水源への降
灰が考えられ、水道施設の使用不能に備えて地下
水を取水できる施設が３か所備えられているとの
こと。
　噴火時、地下水の水質への影響、施設への被害
予想、取水能力等について懸念されることは無い
のかご教示ください。

　御質問の地下水源は、噴火時における河川への
降灰により、原水が取水できなくなることを想定
した非常用水源で、取水設備等の施設は全て屋内
に設置し、降灰の影響を受けない様になっており
ます。
　水質につきましては、噴火時における地下水へ
の影響はないものと考えておりますが、定期的に
地下水の水質検査を行っており、水質に異常があ
れば早期に把握できる体制を整えております。
　取水の能力につきましては、３施設合せて１日
当たり14,000m3の取水が可能で、両浄水場が被害
を受けた場合、市民１人当たり１日約80リットル
の水道水の供給ができるようになっております。
通常時と比較して少ない水量ではありますが、あ
くまで非常時において、水道水が無くなることが
ない様に備えた施設となっております。

Ａ 市民生活部
　危機管理室

上下水道部
　水道整備課

8 【町内会活動に参加しやすい環境整備に係る企業
等への協力要請について】
　花園町内会

　現在、「地域における献身」を掲げて活動して
いる企業、団体等があると聞いております。
　仕事の都合などで町内会活動に参加したくても
できない人のために、市から企業等に従業員が町
内会活動に参加しやすい環境を整えるよう協力要
請をお願いしたい。

　市民生活部では、今年度一部の市内企業を訪問
し、企業の従業員に対し、町内会への加入や町内
会活動への積極的な参加などにつきまして、協力
要請を行っており、今後も継続して実施する予定
となっています。
　各企業において、それぞれ職場環境の事情は異
なるものと考えておりますが、今後、こうした企
業訪問の際や企業関係者とお会いできる様々な機
会を通して、可能な範囲における町内会活動に参
加しやすい職場環境の整備についても、働きかけ
を行ってまいります。

Ｂ 市民生活部
　市民生活課
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9 【従業員への町内会への加入指導と企業の認定制
度の創設について】
　花園町内会

　各企業が従業員に対して町内会に加入するよう
に指導することを市からお願いしてほしい。
　また、会社及び従業員が町内会行事に積極的に
協力している場合、従業員の町内会加入率が高い
場合等について、地域貢献の高い企業として市が
認定し、公表することにより、従業員にとって町
内会に参加しやすい環境を整備する制度を創設し
てほしい。

　市としましては、市民・企業市民に対する町内
会活動への理解を深める取組は重要であると認識
をしており、企業訪問等の際には町内会への加入
促進も含め、働きかけを行ってまいりたいと考え
ております。
　また、今年度から協働・男女平等参画室で市内
の企業等を対象に、ワークライフバランス等の優
れた取組を実施している企業を表彰する制度を設
けており、表彰の対象取組の一つとして｢ボラン
ティア、ＰＴＡ、町内会などの社会的活動への参
加支援｣など従業員の仕事以外の充実に関する取組
がございますので、併せてこの制度についても周
知してまいりたいと考えております。

Ｂ 市民生活部
　市民生活課
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